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「第1回 　歴史文化 をめ ぐる地域連携協議会」 レジュメ集　　 　　　(1)

「震災資料 の保存 ・活用 に関す る地域連携研究会」 レジュメ集　　　 (27)



　 　　 　 　 歴 史 文 化遺 産 活 用 構 想 ～ 未 来 へ の継 承 と地 域 の 活 性化 を 目指 して(私 論)

　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 兵庫県教育委員会文化財室

　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 村上 裕道

1　 構想の背景

　政治 ・経済のグローバル化 の一方で、人々は精神的な拠 り所 として身近な地域文化への関心を高め

ている。そ して、地域文化 の所産を素材 として地域への理解 を深め、誇 りと愛着を育み、それを原動

力 として、地域の活性化へ結ぼ うとす る試みが活発化 している。

　地域文化の所産の再認識 に伴い、人々が知 り、残 し、活用を欲す る対象は、指定文化財を中心 とし

た文化財の概念を遙かに超 えることとなり、これまでの文化財保護施策の枠組みを根本的に見直 さね

ばならなくなった。

　平成11年 度の阪神淡路大震災対策国際検証事業に係 る 「歴史遺産の復 旧等、地域文化 をめぐる課

題 とあり方」において、未指定の歴史遺産 と指定文化財の対応の落差を埋める対応策を検討すべきと

の提言を受け、平成12年 度には兵庫県教育委員会は県文化財保護審議会に 「21世 紀における兵庫

県の文化財行政について」を諮問 し、同審議会から 「次世代への継承 と新 しい文化の創造のために」「循

環型社会における歴史文化遺産の活用方策について」の建議 を受けた。そ して、本年、文化財室では

歴史文化遺産活用検討会を組織 し、歴史文化遺産の活用構想について検討 しているところである。

　 これまでの検討を踏まえ、地域文化の所産 を示す歴 史的 ・文化的 ・自然的遺産を地域文化の基底を

なす風土を表現す る新たな価値観 としてr歴 史文化遺産」の概念を提唱 し、歴史文化遺産を活用する

ことによ り未来へ継承 し地域文化 を再生す るための 『歴史文化遺産構想』を提言する。

2　 歴史文化遺産

　 地域の個性を示す歴史的 ・文化的 ・自然的遺産は、地域の人々の暮 らしと深 く関わってきた故に価

値 を持つものであり、相互の関係性や周辺環境 との関係性、無形 と有形のもの との相乗作用によ り醸

し出され るr魅 力ある場の雰囲気」なども重要な価値 を持っている。そ してこのような価値は・既存

の文化財の概念である分野別 ・個別物件別の価値 の上に成 り立っている文化財の概念で規定すること

は難 しい。

　 先人によって育まれ現代まで伝 えられた、知恵 ・経験 ・活動の成果及びそれが存在す る環境を相対

的に把握 した概念 として、地域文化 の構成要素 として多様な価値観を包摂する歴史的 ・文化 的 ・自然

的遺産の総体 を歴史文化遺産 として定義する。

3　 歴史文化遺産構想 の基本的な考 え方

　 歴史文化遺産構想 は、歴史文化遺産 を過去 と未来 の世代 と共有 しなが ら現代社会で生きたもの とし

て活用 しようとす るものであ り、活用によって歴史文化遺産を生み出 した伝統文化に活力を注入 し・

これ を源 とする新たな地域文化 を創造することにより、誇 りと愛着に満 ちた地域社会の再形成に寄与

す ることを理念 とする。

(1)現 在まで継承 されてきた歴史文化遺産は、我々の祖先が時代の要請に合 わせて変容 させなが ら伝

　 　えてきた ものである。その変容は生活の必然や芸術的価値観の時代的変化 と継承への努力 との均

　 　衡を示す ものである。

(2)我 々が、歴史文化遺産の価値 を過去から未来へ伝達する者 としての被割 を担 うには、絶えず時代

　 　の要請を把握 しつつ歴史文化遺産を活用 し、創造的行為に結びっける努力が必要である・ また歴

　 　史文化遺産の変容 を、地域住民の総意 としてどのように調整 し、意志決定を してい くかを考える

　 　ことが重要である。

(3)歴 史文化遺産 を将来に継承 してい く原動力 となるのは、現在生きる人々がその価値 を享受するこ

　 　とによ り、 さらに子孫に残 したいと考える、継承への強い意識である。

　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　(1)



4　 歴史文化遺産を活かした地域活動 の実例

(1)生 野町においては、地域活性化 のために行政主導 ・住民参加 による 「まちづくり」が進め られ て

　 いる。まちづ くりは町を3地 域に分け、各地域単位 でそれぞれの個性 を活か した地域作 りの方針

　　を定めて進めてお り、r生 野塾」では、公園づ くり・自然保護などの様 々な活動をおこない、地域

　 活性化への多様 な住民参加 を可能に している。

(2)小 野市では公 民館 を 「地域振興の拠点」 と位置づけ、中央公 民館 において 「地域づ くり企画セ ミ

　 ナー」を開催 している。 この講座 は地域活性化 の リーダー となる人材の育成を図るものであ り、

　 受講生の地域認知の動機付 として、歴史文化遺産の活用が講座に組み込まれている。 ここで育成

　　された人材は、すでに市民代表 として市政へ参加 している。

(3)播 磨町郷士資料館では、資料館による学習活動から発展 して、町をあげての 「大 中まっ り」が開

　 催 され、地域活性化のイベ ン トとして定着 している。このよ うな資料館 における地道なひ とづ く

　　り活動が、地域振興のきっかけとな り、新たな地域文化を生み出 している。

(4)深 江生活史料館は、地域の歴史に関する自主的な調査 ・研究活動 をお こない、地域の由来を知 り、

　　地域の未来を考える拠点 として、自治会 レベルの活動がまちづくりの基礎 となっている。

5　 文化単位 としてのr地 域」

　 r地域」には社会的 ・文化的な領域 としての実態を持った様々な階層 と旧村落共同体に由来す る範

囲か ら近現代の広域的な範囲を持つ多様 な歴史文化遺産 とは必ず しも領域を一致するとは限 らない。

しか し、近年の市町村合併によりさらに広域化が進む中で、旧村落共同体に由来する範囲を持つ歴史

文化遺産 と社会的領域が乖離 しつっあることに注意すべきである。

　 空間的な領域を持つ近世起源 の祭礼などでは伝統的な地縁が継続 している範囲、すなわち小学校 区

程度の範囲を領域 としている事例が多 く見 られることから、文化的な地域を想定する場合、この単位

を基礎 として重層的な展開を図る必要がある。

6　 歴史文化遺産の活用か ら地域文化活性化への取組

　歴史文化遺産を活用す るためには、調査研究による歴史文化遺産の 「価値の発見」が必要であ り、

次に地域においてr価 値の共有」を行い、r活 用計画の策定」、そ して 「活用の実践」へ とっながるシ

ステムの開発が必要である。

　 そのためには、地域における歴史文化遺産の活用を支援する手法 として下記の事業が考えられる。

(1)専 門家による、地域において歴史文化遺産の保護 ・活用に携わる人材(ヘ リテージマネー ジャー)

　　の育成

(2)ヘ リテージマネー ジャーを活用 しての基礎的情報収集、専門家による歴史文化遺産の評価

(3)歴 史文化遺産の保護 ・活用を図る活用計画策定の専門家の支援

(4)活 用事業をプロデュース し実践の支援

　　これ らの事業遂行には、歴史文化遺産に関す る専門的な知識 ・技術が必須であ り、専門家の協力

　　を必要とする。地域の実情にあわせた支援体制を整備する必要がある。

7　 歴史文化遺産活用のための機構づ くり

　 歴史文化遺産を活用 した地域づ くり、ひとづ くりを実現させ るには専門家等を結集 して、地域 の総

合力を高める必要があ り、歴史文化遺産の調査 ・研究に関わる諸機 関から、行政 ・教育機関 ・企業 ・

コミュニティーも含めた様々な機 関の連携 ・協同 ・相互支援が必要 となる。

　 そ して、 この連携等を円滑に、恒常的なものとす るには、これまでの各機 関 ・施設単体での枠組み

を超えて地域文化活性化のための総合的な取 り組みを行 うための機構を整えることが望まれる。
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　　　　　　　　　　　 兵庫県立歴史博物館の総合調査について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 兵庫県立歴史博物館 学芸課長 神戸 佳文

NO　 　　 場 所 　 　　 旧国名 　 　年 度 　 　 　 成果公開

1法 華山一乗寺(加 西市坂本町)播 磨 昭禾・57-58年 度 　 讐藩 図録(59)/幸 艮告

　 2西 脇市および多可郡 〔加美●中●八 播磨　　昭和59年 度　　　　　　特別展'図 録(60)/報 告
　　 千代・黒田庄町〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書(61)

3書写山円教寺(姫路市書写)播 磨 昭禾・6・年度 　 　 薯藩 図録(61)/報 告

4出 石郡〔出石・但東町〕　 臨 昭和61年度 　 　 籍 監1資料集(62)/報

5瑠璃寺(佐用郡南光町)　 播磨 駿6'年 度'平成6～7書 薯離 料集(62)/報

6三 田市 　 　 　 　 摂津 昭和62年度 　 　 讐1暑 ●図録(63)/報 告

7川辺郡〔猪名川町〕　 　 摂津 昭和62年度 　 　 籍 欝 料集(1)/報

　　 淡路島一津名郡 〔淡路●東浦 ●津　　　　　昭和63～ 平成元年度
　 　 名 ・北 淡 ・一 宮 ・五 色 町 〕

　　 灘 島ユ三原都 〔緑・三原 ・西淡・　 平成8～9年 度
　 　 南淡 町〕.　　 ....一　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　 特別展 ・図録(12)/報 告　 8一　 　 　 　 　 　 　 …一… 一一 一 淡路 　 　… 一'一 　 臼"『 一… ㎜ 書(未)

　　 淡路島一洲本市　　　　　　　　　　　　平成10年 度

　　 淡路島一全域 〔補足調査〕　　　　　　　 平成11年 度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 特別展・図録(3)/報 告
　 9刀 田山鶴林寺(加古川市北在家〉播磨　　平成2年度　　　　　　 書(未)

1・ll瓢 論 春 日。柏原●青垣● 丹波 平成3-5年 度 　 箏醤 図録(未)/報 告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (3)



r神 戸 市 立 博 物 館 と地 域 」　 博物館 と地域、市民との連携

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 神戸市立博物館学芸員　三好唯義

基本テーマ と地域館 としての役割

地元史資料の収集 ・調査研究 ・公 開

地元史資料の購入、受贈、寄託

テーマ別調査研究(有 馬、太 山寺、兵庫 津など)

博物館(学 芸員)か らの発信

ホームページ(http:〃www.city.kobejp/cityofHce/57/museun/)

印刷物の刊行　→　博物館だよ り(年4回)、 博物館通信(学 校教師 向け)、

　　　　　　　　　博物館研究紀要、博物館館蔵品 目録、年問スケジュール表、等

博物館(学 芸員)が 市民をむかえて実施 する事業

来館児童生徒へのオ リエ ンテーシ ョン

博物館実習生の受入(大 学生)

トライやるウィー クの受入(中 学生)

ジュニア ミュージアム講座(小 学生)

博物館たんけん隊(小 学生〉

土器づ くり教室(小 中生)

こうべ歴史たんけん隊(小 学生)

ミュージアム講座(大 人)

博物館 を楽 しむ講座(大 人)

博物館(学 芸員)が 出向いて実施 する事業

学芸員 ・指導主事 の出張授業(小 ・中 ・高校)

出前 トー ク(対 市民)

課題

博物館(学 芸員)が 全市域の人 と歴史 を どうカバーで きるか。

市民の声 を受け入 れ、共 に歩んでゆ くために、 どのように連絡調整 してゆ くべ きか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4)



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P.1

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 「歴史文化をめぐる地域連携事業」協議会報告資料
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り((り　り　∩　1【コ、　1り.Ar、._　1ウ.((　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　モノしノゆじて　ぺ　　しトイノ　ユゆロしノしノリユィししノしノ

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　(於 二神戸大学滝川記念学術交流会館)

　　　　　　 現 説 資 料 ・市 広 報 を 通 し て の 発 掘 調 査 成 果 な ど の

　　　　　　 早 期 普 及 に つ い て 　 　 　 　 　 　 　 〔報 告 要 旨 〕

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　 芦 屋 市 教 育 委 員 会 文 化 財 課

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　森 岡 秀 人

1.理 念 上 の 問 題

　 (1)『 文 化財 保 護 法 』 の 趣 旨 と埋 蔵 文 化 財 の 保 護 ・普及

　 (2)現 地説 明会 の歴 史 と今 日

　 (3)現 地説 明会 の効 用 と評 価

　　 O国 民(市 民)・ 研 究者 との共通理解 を求 める場

　　　 ・調査結果 ・解釈 のわか りやす い提示(速 報資料 の公表)

　　　 ・発掘の方法(目 的や過程 の検討)

　　　 ・遺跡の保存方針(事 業の理解 と現地保存 の有無)

　　 O周 辺住民への 「周知 され ている遺跡」 につ いての理解 の輪を広 げる。

　　 ○公費負担調査の成果の国民への還元

　　　 ・一例 であ るが、公共施設 な どの建 設事業 は多額 の税金 が使われ てい る意識 を市民 が もっ

　　　　 た として も、その後 にお け る施設 自体のオープ ンな活用、利 用度の高 い還元性 が確保 さ

　　　　 れ る場合 が多 いが、発 掘 調査 の場合 、実地 で行われた内容 その ものが瞬時 に して消え去

　　　　 り、直接公開 されな けれ ば、多額の費用 をか けなが ら、土木工事前の処理のみに終 わ り、

　　　　 啓発 ・普及の点でOに 等 しい結果 となる。

　　 O記 録保存 の事前調査 であ るに もかかわ らず、 報告書が全 く刊行 され ないケースが増 えてお

　　　 り、第三者 が二次 資料(普 及書 な ど)を 作成で きない状況 となっている。現 説資料 自体 は

　　　 レベルは低 いなが ら、二次資料 の有効性 を多分 にもってい る。 と くに国庫補助 事業 による

　　　 発掘調査 は、国 ・県75%、 市町負担25%で あ り、国民や 県民の レベル に立 って地 元市町 の

　　　 方針 を出す必要が あ る。財源的 にみて も、市の行政の フ レーム を越 えた性格 の事業 とい え

　　　 る。

　　 O現 地現物主義 と無料原則

　　　 ・国民一人一人の発掘調査経費 の負担率か ら

　　　 ・速報展 の代替効果 が高い(芦 屋 では現地説 明会で他 の調査 出土品 も同年度 の ものは展 示

　　　　 す る)

　　 ○遺物の価値 は出土状態 にある(考 古学 上の普遍的原理 ・原則)

　 (4)考 古 学 ・古 代 史 ブー ム とバ ブル 期 を経 ての 現 在

　 (5)市 民 の立 場 か らみ た遺 跡 調 査 の現 地 説 明会

　　　 1980年 代あた りまでの現地 説明会の特徴 は、 日本や地域の歴 史 を考える上で のルー ツ志 向

　　 や古い もの に触れ る好奇 ゆが受 け手の側 としては大 きな比重を占めていた。 しか し、1990年

　　 代以降、今 日までの状況 はかな り変化 してお り、感触的な言い方 ではあるが、近年は国民 ・

　　 市民の 「異文化」接触の場 を感 じさせ る。 異文化 とふれ合 う不思議 さと関心が強 く表れて い

　　 る現地説明 会の発掘現場 は、単なる過 去の生活文化の跡 ではな く、非 目常空間をひ とときだ

　　 け体験 できる場 としての機能 を有 し、画一的 な無味乾燥的 な現代の生活空間の中に突如舞 い

　　 込んで くる感動 をつ くり、 普段 の 日常生活 に乏 しくなっている物に対す る驚 き、発 見な どの

　　 感銘 を受け る重要なスポ ッ トとな る。

　　　 多様 な歴 史情報がふ んだんに詰ま った遺跡を発掘 とい う手段に よりあか らさまにす る過程

　　 と結果 をた った1目 だけにせ よ知 る行為 は、没個性的 な思考に短時間で はある ものの凹凸 を

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　 (5)



　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　P.2

　 　　 っけ、知的な癒 しや潤 いを もた らして くれ るといった感想 も多い。感動の ない平凡な 目常 は

　 　　 精神 の貧困を一方で は もた らす ものであ り、その役割 の一端 を現地説明会の会場 は もってい

　 　　 るよ うに思 われ る。 日本 のあ るいは個人のルー ツを求 めてきた時代か ら、現代では短 時問 な

　 　　 が ら異文化体験か らくる非 目常的 な場 と感動 を よ り幅広い市民層は期待 している よ うに思わ
　 　　 れ る。

　 　(6)今 後 の取 り組 み と課 題

2.芦 屋 市 の これ ま で の 実 践 と 経 験 を 通 じて 報 告 で き る こ と
　 　 　 　 ラ

　 　(1)概 観 と震 災復 興 以 降 の 問 題 点

　 　(2)現 地 説 明会 ・見 学 会 開 催 を意 思 決 定す る さま ざまな 要 件

　 　 ・調査経費の問題　　　　　　　　　　　　 ・調査 の性格(内 容 ・緊急度 ・話題 性)

　 　 ・調査期間の問題 　　　　　　　　　　　　 ・市民 ・研究者の動 向

　 　 ・調査実施主体の意思　　　　　　　　　　 ・公共事業への理解(87%の 占有率、事業 内

　 　 ・周辺住民の感情や思惑への配慮　　　　　　容の把握)

　 　 ・交通の条件(最 寄 りの駅か らの距離)　 　 ・調査内容の把握度合(中 間か、終 了時点か)

　 　　 と場所(ス ペー スなど)の 条件　　　　　 ・公費負担調査の性格(幅 広い公共性)

　 　　 安全管理 ・危機管理　　　　　　　　　　 ・文化 庁 ・兵庫県に よる行政指導(原 則 論)

　 　 ・遺跡 の種類 による稀少性　　　　　　　　 ・「地元説 明会」 と 「現地説 明会」の選択

　 　 ・地方分権 下の地域活用(出 土品の国

　 　　 保有権がな くな る)

　 　(3)埋 蔵 文 化財 調 査 内容 の 公 開 と報 道 の あ りか た を め ぐ って

　 　 ○ 震 災 直 前 ま で行 っ て きた 方 法

　 　 O調 査 前の レクチ ャ ー

　 　 O調 査 中間 地 点 で の レク チ ャー

　 　 ○現 在 の状 況 と問 題 点 に つ いて

　 　 ○報 道 を しなか った た め に 問 題 と な った 事例 の い くつか

　 　 ○ 報 道 関 係 者 に 資料 提 供 ・取 材 協 力 す るに際 しての 原 則 論

　 　　 ・遺跡の調査成果に対す る正 しい把握(時 期 ・類例 ・法量などの学術上の要点)

　 　　 　 誇大にな らぬよ う、遺跡の 内実 に則 した適正報 道を求める(全 国版、近畿版 、県版 、阪神

　 　　 　 版 への示唆)。 適格な考古学上の位 置づけ(学 識者 の コメン ト)。

　 　　 ・市民向けのわか りやすい資料

　 　　 　 新 聞用語の限界 とル ビの限界 を知 る。逆 に市民の見識 にも留意。

　 　　 　 固有名詞な どの誤認や誤読 を防 ぐ。 共同記者会見による発 表内容の等価 ・均質性。

　 (4)市 広 報 誌 の活 用 と市 民 へ の 啓 発 ・普 及

　 (5)市 長部 局 広 報課 との 日常 的 連 携(特 集 記事 ・教 育 のぺ 一 ジ ・コラ ム記 事)

　 (6)公 示 板 で の写 真 速 報 、 出 前 講 座 の利 用(希 望 に則 した 史 跡 案 内)な ど

　 　※ 資料(A～H)別 添 の とお り

3.ま とめ

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 (6)



　 　 　 　 　 　 淡 河 城 跡 ・端 谷 城 跡 保 存 整 備 に 関 す る 市 民 との連 携 に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　神戸 市教育委員 会文化財課　橋 詰　清孝

1.地 域 住民 と行政 との連携 に よる里 づ くり　 (人 と自然 との共生 ゾー ン と里づ くり)

　 神 戸市 は、市 内の農村 地域 をr人 と自然 の共生 ゾー ン」　 (人と自然との共生ゾーンの指定等に関する

条例)と 位 置づ け、里づ く り協 議会 が策定 したr里 づ く り計画 」に基づ く、秩序 あ る土地 利用 の

推進 、生活 環境 の保全 と整備 、農業 振興 な どの様 々な課題 の取組 み を各集落 で進 めてい る。

　 里づ く り計画策定 とその実現 にむ けた活 動は、地域住民の 自発的 ・積極的 な参加 で行われ ている。

これに対 して、行政は、資材の提供や技術提供 を行い、地域住民及びボランテ ィアなどと連携 し、協

働 で里づ く りの支援 を行 ってい る。

2.住 民 主導 の城 跡整備 と活用

　 今回紹介す る城祉の整備 は、里づ くり協議会 が策定 したr里 づ く り計画」の一事業である。文化財

を取 り巻 く農地 ・里山等 の農村景観の保全 をめ ざす地域は、西 区櫨谷町寺谷地区、北区淡河町淡河地

区、北区大沢町 日西原地 区な どがあるが、それ ぞれの集落 で整備 の考 え方や方針 は異なってい る。

　教 育委員会文化財課では、　 「里づ く り」 の支援活動に加 え、城跡 の保存 と整備、活用 においての提

案や 、城量 の歴史的な位置づ けを行 うための範囲確認調査及び測量調査 を計画、実施 してい る。

3.地 域住 民 との連携 と協働 作業の 実例

i.淡 河城 跡の整 備

　 平成13年 度か ら淡河城跡の整備 とそれ を取 り巻 く景観の保全、地域の特産物をいか した里づ くり事

業 を、里づ く り協議会が主体 とな り、ボラ ンテ ィア ・市職員 が協働 で作業を行 った。

　 平成13年5月 か ら平成15年2月 までに城郭北東斜面の竹林の間伐、堀内の下草苅等 、計9回 の環

境整備 作業 を実施。平成15年4月 には、城 山の麓にr道 の駅」が完成するため、城への登山道 の整備

も実施 し、城跡 を都市 と農村 の交流の場 としての整備が行われている。

灘i羅欝1
を行 っていきたい と考えている。　 　　 　　 　　　 　　 　　　 淡河城跡の位置図

　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 (7)



　 　 ii.端 谷城 跡の整 備

　 　 　 西 区櫨谷 町寺谷 地 区では 、 山間部 に位置 す る平坦 面 の少ない地 域 であ り、災害 の防止 や水

　 　 田の水 不足 の改 善、農地 の維 持管理 の観 点 か らほ場整備 事業 を前 提 としたr里 づ く りjに 取

　 　 り組 みつつ 、地 域の歴史 、文化 や文化 財 と して の再認識 と再生 を行 う事 業 を展 開 して い る。

　 　 　端 谷城跡 の整備 も里づ く り計画 で提案 され た課題 であ り、城跡 を地域のシンボル として、住

　 　民 の憩 いの場 と して、 また、都 市 と農 村 の交流 の場 と して活用す るた め地 域住 民 、ボ ラ ンテ

　 　 ィ ア と市 が協 働 して整備 作業 を行 って いる(グ ラウン ドワー ク方式)。

　 　 　整 備作業 は、平成12年6月 か ら8月 まで に3回 の作業 を実施 し、城跡 へ の登 り道の整備

　 　 (木 製 階段 ・木柵 の設置)・ 憩 い の場 と しての広場 の整備(本 丸 ・二 の丸部 分 の支 障木 の伐

　 　採 ・草刈 り ・ベ ンチの設置 ・桜 の植 樹等)・ 城 の説 明板 の設置等 を行 った。

　 　 　また、都 市 と農村 の交流 の場 と して活用 で き るよ う周辺 のハイ キ ング道 の修 復 と整備 も行

　 　い、整備 した城跡 を広 く公 開す る取組 み も行われ てい る。

　 　 端 谷城 跡の範 囲確認調 査 と測 量調 査

　 　 教 育委員 会文化財 課では、平成13年 度 に二 の丸及 び西 の谷 に面す る曲輪 の確認調査 を実施

　 　 した。二 の丸か らは掘 立柱 建物2棟 や柵 、塀 の基礎 が、西の谷 の曲輪 か らは礎石建 物1棟 、

　 　土塁 、空堀 な どが検 出 され 、城 の構造 を解 明す るための貴 重 な成果 が得 られ た。調査 中には

　 　地 元 説 明会 も行 われ、今後 の城跡 の整備 にか かわ る情 報提供 を行 った。

　 　 今 後 も確 認調 査や城 域 の測 量調 査 を行 い、史跡 の指 定 を も視野 に入れ て いるが、土 地所有

　 者 や地 域住 民の意 見 を聞 き、保 存整備 のあ り方 を協議 してい きたい と考 えてい る。

灘!鶏 隷縁 暫　 /無

灘1擁愚
驚灘鐘嚢騨 灘麟
　　　　　 端谷城跡の位置図　　　　　　　　　(8)　 　 端谷城の縄張り図(説 明看板より)



ロ 新 しい 博 物 館 と新 しい ボ ラ ン テ ィ ア の た め に 　 　 　 　 　 　 　 　2003.03.02

　　　　　　　　　　"考 古 楽 者"と あ ゆ む

　　　　　 一兵庫県立考古博物館(仮 称)支 援ボランティア養成事業について一

　　　　　　　　　　　　　 兵庫 県教 育 委 員会　 埋 蔵 文化 財調'査事 務 所 　種 定 淳 介

　 兵庫県教育委員会では、平成14年 度 よ り県立考古博 物館(仮 称)の 整備 を進めていま

す。それ に伴 い、先行 ソフ ト事業 の一環 として ボ ランティア養成セ ミナーを開始 しま した。

これは、講座 ・実習 ・体験 を通 して考古学の基礎的 な知識 を楽 しく身 につけてゆき、将来

の博物館の事 業運営 にボランテ ィア と して参画す る人材="考 古楽者"を 養成す るセ ミナ

ーです
。年間25名 程度 を対象 に実施 し、5年 問で約100名 前 後の人材育成 を 目標 と してス

ター トしま した。

　 また このセ ミナー は、 これまでの教養 と しての考古学セ ミナー とは異 な り、受講 した考

古楽者 が身 につ けた知識 を具体的に考 古博物館 において生かす ことを 目的 と してお り、生

涯学習 としての考古学の新 たな る可能性 を開 くことがで きる と考 えています。

　昨年4月 の受講生の募集 には94名 の方が応募 され ま した。予想 を超 えた人気に驚きっっ 、

厳 正に抽選 を行 って25名 の受講者 を決定 しま した。

　セ ミナーは、考古楽講座 ・考古楽実習 ・考古楽体験 の3本 立てになっていて、考古博物

館 の建設予定地で ある播磨 町を中心 に実施 しま した。座 学 と しての講座 だけではなく、発

掘調査 か ら遺物整理 までの実習を加 えてい る点 が特徴 です。 さらに博物館や遺跡 を見学 し

た り、石器や勾玉づ く りを体験す るな ど、実 に盛 りだ くさんのメニュー となっています。

　 6月 よ り開始 した講座 では、考古学の概論 にあたる基礎的 な講義 を皮切 りに、考古学 を

通 して歴史 を考 える視点を養 いま した。講座 と並行 して、7月 か らは再整備 の 目的で調 査

が始 め られ た播磨町大中遺跡 の発掘 に参加 しま した。真夏の炎天下の作業に もかかわ らず 、

毎 日熱 心に参加 され る方も多 く、地 中か ら歴史 を掘 り起 こす発掘調査 の醍醐味 にす っか り

魅 了 され たよ うです。10月 までに弥生時代 の竪穴住居跡 を3軒 調査 しま したが、その ころ

には発掘 の手つ きもあざや かで、顔っ きはす っか り考古楽者で した。土の 中か ら土器 を掘

り出す喜び とともに、考 古学 に とって もっ とも基本的 な作業 である 「発掘調査」がいかに

重要 であるか、 しっか りと体感で きたのではないで しょ うか。

　　講座 は大中遺跡 にちなんで弥生時代 の専門的な内容 に入 るとともに、勾玉や石器づ く

りの体験 を行い、古代のモ ノづ く りの技術や その心に触れ ることがで きま した。秋 には県

立人 と自然の博物館 と県立歴 史博 物館 を見学 し、実際 に活躍 されて いるボ ランテ ィアの

方 々 と交流 しま した。 また、加 古川 市石守廃 寺や神 戸市神出古窯跡 の発掘現場 も見学 しま

した。大中遺跡 での発 掘 を体験 しているだけに、遺跡 の年代や性格 な どについて多 くの質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (9)



問が交わ され ま した。

　　 この頃か ら、大 中遺跡 か ら出土 した土器 の洗浄、ネrミ ング、接合 の実習作業に入 っ

ています。調査終了後 も継続 され る地道な整理作業 に驚 くと同時 に、 こ うした慎重 な作 業

に裏 打 ち され た考古学の広い世界 に認 識を新 た にされ た よ うです。 また、明石 市の収蔵庫

で行 われ た展示会 「考古楽祭 」では、スタ ッフの一員 として展示会説 を行 った り、子供た

ちに火起 こ しや勾玉づ くりを教 えた り、大活躍 で した。 自らの楽 しみ を人 に伝 えるコンセ

プ トを確 立 した、"考 吉楽者"そ の ものに成長 を遂げた よ うです。

　　 そ して講座 では、東播磨の遺跡 の概 論や加 古川の近世交通史 を学び 、対象 とす る地域

と時代を広 げて、12月 の最終講座 では、文化財 の保護 と活用 につ いて考 えま した。今後は

自らの活動指針 を求 めなが らワークシ ョップを展 開 し、2月 には修了式 を迎 えま した。 そ

して、考古楽者 による 「考古楽倶楽部」 を立 ち上げ、 自主的な活 動が開始 され ることにな

りま した。15年 度 夏には、 「考 古楽企画展」が 予算化 され、考古楽者 に よる考古博 の先行

展示会 とフォー ラムが播磨 町郷土資料館で開催 され るこ とも決定 しています。

　 さらに新年度か らは、「みんなでっ くる考古博物館 」を合い こ とば に、考 古楽者 の主体性

を重視 して、行 政 との相互協力 によ り種々の 自主事業 を展開 して ゆくことを 目標 と して ゆ

きます。 同時に、 こうした活動を とお して仲 問づ く りを推進 し、 グループ を組織化 す るこ

とも重 要です。考古楽者の皆 さんに とって、 自己実現 と社会 参画の場を獲 得 できた と実感

していただ くことがで きた とき、 このプロジェク トは成功 した といえ るで しょ う。

　　 発掘調査　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　石器 づ く り'r

　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　 (10)



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成15年3月2日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 兵庫県公館県政資料館

　　　　　　兵 庫 県 公 館 県 政 資 料 館(歴 史 資 料 部 門)の 現 状 と課 題

1　 現状

　(1)概 要

　　 兵庫県公館県政資料館(歴 史資料部 門)は 、

　 公文書館 に準 じる施設 として、主に兵庫県 が作

　 成 ・取得 した歴史的公文書を収集 ・保存すると

　 ともに、県民等の利用に供 している。

　　 昭和60年 度 に開館 し、平成10年 度か らは、

　 県文書課歴史資料係(前 身は、県史編集室)が

　 運営 している。

(2)施 設(歴 史資料部門に係る部分のみ)

　 ア　総床面積　 665.21rd(う ち、書庫面積　 398.98㎡)

　 イ　 書架延長　 3,100m

(3)組 織(歴 史資料部門に係る部分のみ)

　 ア 職 員 数7人(文 書課歴史資料係。 うち正規職員3、 非常勤嘱託員4)

　 イ　 分掌事務　①公文書館法の施行に関す ること

　　　　　　　　 ②兵庫県公館県政資料館部門(歴 史資料部門)に 関すること

○県公館の区分

　　 兵庫県公館は、旧本庁舎(明 治35年 竣工)を 改築 して昭和60年 に整備された

　 施設で、迎賓館部門と県政資料館部門か らなってお り、県政資料館部門は、歴史資

　 料部門と展示部門か らなっている。

　　　　　　　 迎賓館部門(事 務室 ・会議室等)

　　　　　　　 [秘書課所管]

県 公 館

　　　　　　　県政資料館部門　　　 　　歴史資料部門(事 務室 ・閲覧室 ・書庫等)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [文書課所管1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 展示部門(展 示室)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [広報課所管ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　(11)



　 (4)収 蔵資料(平 成15年1月 末現 在)

　 　　 　 区分 　 　　点数 　 　 　年 代 　　 　 　 　　 　 　　 　 　内容

　 　　 公 文 書　 　 18,475　 慶 応4　 　 県 庁文 書(18,192冊.う ち、震 災 関連7,616点)

　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 ～ 平成10　 郡 役所文 書(283冊[簿 冊1宍 粟 、神崎等)

　 　　 公 報 等　 　 2,326　 明治5　 　 県布達(600冊 、明 治5～ 明 治19)

　 文　 　 　 　 　 　 　 　 　 　～平 成13県 報及 び県 公報(319冊 、明 治23～ 平成4〉

　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　官 報(1,407冊 、明治16～ 平成13)

　 書 刊 行 物　 　34,815近 世　 　 　古 書 籍 、行 政資 料 、 自治体 史 、史 料集 、研究

　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 ～近代 　紀要 、他 機関 の資料 目録 、 日本 史 関係書籍 等

　 資 県 史 収集 　約17,000　 考古 　 　　原史 料(4,133点 、但 馬 国絵 図、平福 大庄 屋文

　 　　 史 料等　 　　 　　 　　 　～近代 　書、猪 子家 文書等 、近 世～ 近代)

　 料 　　　　　 　　　　　　 　　　　　複 製史 料(5,653冊 、古 代～ 近代 、東 京大学 史

　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　料 編纂所 影写本 、東 寺百合 文書 、兵庫県 史料等)

　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　写 真 史 料(約7,000点 、考 古 ～近 代 、 『兵庫 県

　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　史 』掲載 写真等)

　 　そ の他 資料　　若干 　　　 近代 　　　 伊藤 博文扁 額 ・酒杯 、県 高札 、郡役 所門標 等

　 (5)利 用(提 供)状 況

　 　　 　 　　 年　度 　 平成13年 度 　 平成14年 度 　　 　　 　　 　備 　 考

　 　区 分 　 　 　 　 　 　 (1月 末現在)

　 　閲　 覧　利 用 者　 　 　 　 218人 　 　　 　 241人 　約 半数が県 職 員

　 　　 　 　 利 用資 料 　　 　 　1,549点 　 　 　 　1,876点 　約半 数が刊 行物

　 　レフ ァ レンス利 用　 　　 　　107件 　　 　　 　136件

　 　展 示 見 学 者　 　　 18,940人 　　 　 19,061人 　半数 以上が 土曜 又 は 日曜 に見学

2　 主 な課題

　(1)収 集

　 　 歴史 的公文書(紙 文書 、電子 文書)の 的確 な収集

　(2)保 存

　 ① 収 蔵資料 の劣化(酸 性劣 化等)対 策

　 ② 保存 スペー ス の確保

　(3)利 用(提 供)

　 　 収蔵資 料(公 文書及 び県史 収集 史料)の 公 開 ・利用 の促進 と個 人情 報 の保 護

　(4)そ の他

　 　 歴 史的 公文書 の保存 ・利用 につ いて の県 内市 町へ のかかわ り

　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　(12)



　2003年3月2日(日)

　神戸大学文学部 「歴史文化 をめ ぐる地域連携事業」協 議会

　　　　尼崎市立地域研究史料館の活動から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 辻 川 　 敦(尼 崎市立地域研究史料館)

1　 尼崎市立地域研究史料館の事業 について

　事業の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　添付資料1「 尼崎市立地域研究史料館の概要」

　　　　　　　　　　　　 さらにくわ しくは、尼崎市立地域研究史料館紀要 『地域史研究』掲載の

　　　　　　　　　　　 各年度事業報告(最 新版は史料館H　Pに も掲載)を 参照されたい。

　事業 の経緯　　　　　　　　　 添付資料3　 辻川r自 治体史編さんの再検討一尼崎の事例から一」

2　 市民 とのインター フェース

利用公開、 レファ レンスの重視

震災後 の経験　　被災史料対応　 ボランテ ィア　 大学 など との連携

利用者 によるボ ランテ ィア協力 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 添付資料2　 ボランティア募集チラシ

　　　　　　　　　　　　　　　 『地域史研究』31-2(通 巻92、2001.12)利 用 ・ボランティア特集

講座 、 自主 グルー プ

市民 によるまちづ くりの取 り組み な どとの連携

編 さん事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　添付資料3

3　 課 題

史料館 に とっての課題　　 ボランテ ィア協力 と館 の事業

行政改革の視点　　　　　アウ トソー シング

市民社会 と歴史学、史料 ・文化財保存

　　現代 日本社会 の特質や方 向性 に照 らして、既存 のあ り方 を内省 的に省み るこ とが必 要では

　　ないか?　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　添付資料3

　　　　　　　　 辻川 「震災の経験から史料保存のあり方を考える」(『歴史学研究』738、2000.7)

　　　　 ↓

上記 の視点にたてば、事業 スタイルや専門職 のあ り方 な ども変 わって くるのではないか?

例 二文書館専門職(ア ーキ ビス ト)の 場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (13)



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 添付資料①

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成14年4月 作成

　　　　　　　　　　　　尼崎 市立 地域 研究 史料 館の概 要

1組 織 　　 総 務 局　 地 域研 究史料 館

2人 員(平 成14年 度現 在)　 正規 職 員4名(館 長1、 課 長補 佐2、 係 員1〉 、嘱託6名

3施 設 　 本館(総 合文 化 セ ンター7階)お よび分 室(北 城 内〉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (㎡)

　 　 　 　 室 名 　 本 館 　 分 室 　 合 計

　 　 　 史 料 収 蔵 庫 　 　 　 　 　 　118　 　 　 　 　 739　 　 　 　 　 857

　 　 　 史 料 整 理 室 　 　 　 　 　 　 　49　 　 　 　 　 　 93　 　 　 　 　 142

　 　 　 閲　 覧 　 室 　 　 　 　 　 　 　 　50　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 50

　 　 　 事 務 室 等 　 　 　 　 　91　 　 　 　 495　 　 　 　 586

　 　 　 　 　 合 計 閣 　 308　 1,327　 1,635

4事 業

　 (1)史 料 の調 査 ・収集 ・整理 ・公 開

　 　ア　 相 談利 用 件数(平 成13年 度)　 　 1,474件(1,765人)

　 　 　 　 　 (内 訳)　 来館 　 1,018件(1,309人)、 電 話 　 369件(369人)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 来信 　 66件(66人)、 そ の他 　 21件(21人 〉

　 　イ　 史料 複 写実 績(平 成13年 度 、 撮影 をの ぞ く)　 539件 　 　19,755枚

　 　ウ　 古文 書利 用 実績(平 成13年 度)　 　 188件 　 　 1,845点

　 (2)専 門委 員 　 5人

　 　ア 　新 「尼崎 市 史」編 集 事 業 をは じめ とす る、史 料 館事 業 全般 に対す る指 導 ・助言

　 　イ　 館蔵 史料 の調査 ・研 究 をは じめ 、尼 崎地 域 の歴 史 に 関す る調 査 ・研 究

　 (3)地 域史 に関す る調 査 ・研 究 、編集 ・刊 行

　 　ア　 既刊=『 尼崎 市 史』 全13巻 お よび別 冊 、 『尼 崎 の地 名 』 、 『尼崎 地域 史 事典 』

　 　イ　 研 究紀 要 『地域 史 研 究』 、発 行継 続 中(年2回)

　 　ウ　 新r尼 崎 市 史」 の調 査 ・編 さん　 　史 料 調 査 ・聞 き取 り調 査　 調 査員8人(平 成14年 度)

　 (準)講 座 等 の 実施

　 　ア　 『尼崎 市史 』 を読 む会 　 平成6年10月 か ら実施

　 　 ① 平成13年 度 実績 　 26回 延 べ425人 参 加

　 　 ② 例 会 毎 月第3木 曜 日 会場 中央 図 書館 セ ミナ ー室 平 成14年4月 例会 二第87回

　 　 ③ 　見 学 会 　年2回 開催

　 　 ④　 自主 グル ープ　 第1巻(原 始 ・古代 ・中 世 〉分 科 会　 月1回 開催

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　(14)



　　イ　 尼崎の近世古文書 を楽 しむ会 ・自主グループとして、平成8年10月 か ら開催

　　 初級 コース　 1グ ループ　月2回 　　　上級 コース　 2グ ループ　計月4回

　　　会場　地域研究史料館　　　　平成13年 度実績　　59回 　延べ441人 参加

　　ウ　夏休み児童 ・生徒向 け、尼崎城跡見学会　　夏休み期間に毎年1回 開催

　　エ　 その他の閏連 自主研究会　　尼崎戦後史聞き取 り研 究会　 西摂研究会　 ほか

5収 蔵史料(平 成14年3月 末現在)

　　　　　 種 　 　類 　 　 　 　　 内 　 　容 　 　 　　 収 蔵 点 数 　 　 うち整理公開点数

　　 (1)古 文書類 ・近現代文書 村方 ・町方文書、藩関係 、　 900件110,600点 　　　　　　59,000点

　　　　 類　　　　　　　　　社会 ・労働等

　　 (2)ビ ラ ・ポスター類　　　 各種団体、営業関係等　　　　　　28,450点 　　　　　　　未整理

　　 (3)行 政文書 ・資料

　　　 行政文書　　　　　　　 廃棄公文書　　　　　　　　　　 44,200冊 　　　　　　　未整理

　　　 行政資料　　　　　　　 印刷物等　　　　　　　　　　　　 未算出

　　 (4)文 献類　　　　　　　地域史誌、団体史　　　　　　　 53,270冊 　　　　　　34,000冊

　　　　　　　　　　　　　　 刊本史料、目録等

　　 (5)紀 要 ・雑誌　　　　　　自治体 ・大学等発行　　　1,080種30,240冊 　　　1,080種30,240冊

　　 (6)新 聞　『　　　　　　　 (マイ クロフィルム)

　　 (7)地 図類　　　　　　　 地形図 ・市街地図等　　　　　　1,990点 　　　　　　　 1,320点

　　 (8)絵 はがき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 820枚 　　　　　　　『　 820枚

　　 (9)写 真 、・フィルム頚

　　　　 写真アルバム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 125冊 　　　　 50冊(仮 整理)
　　　　 ネガ ・ポジフィルム　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,865点 　　　　　　　 未整理

　　　　 マイクロフィルム(複製含む)　　　　　　　　　　　　　　　　　 6,350点 　　　　　　　　6,300点

　　　　 コ砂ション写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,800点 　　　　　　　　1,800点

　　 (10)複製史料　　　　　　'史 料コピー・ICH製 本等　　　　　3,200冊 　　　　　　　　未整理

　　 (11)映像 ・音響史料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,IOO点 　　　　　　　　未整理

　　　　 その他　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 未算 出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以　 上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(15)



　 　 　 　 　 　 　 「地域 の歴 史 文化 財 の 新 しい活 用 の あ り方 を考 え る」　 　 H,15.3.2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一富松城の保存 ・展示運動をめぐって一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 富松城跡 を活かすまちづ くり委員会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代表　善見壽男(富 松神社 宮司)

☆ 自己紹介　富松城跡 を活かすまちづ くり委員会　　 平成14年1月26目 結成　　現在 会員110名

　 　 　 　 　 　 事務所　 〒661-0003　 尼崎 市富松町2丁 目23-1　 電話　 06-6421-5830

　 　 [主 旨]

　 尼崎市の北部 ・富松地域には、これまでに地域づ くりの大切 さを自覚 し、地域の コミュニテ ィーづ く

　 　りを 目的に活動 しているグループがい くつ もある。 これ らの地域力をよりパ ワーア ップ して、共に集

　 い、共に学習 しなが ら、さらに地域づ くりの輪 を広 げ、 自分たちの住む町の魅力を再発見 し、文化財

　 をは じめ とす る歴史的 ・文化的 に価値 のある地域資産や 自然環境 、地域 に暮す多 くの人的能力を活用

　 　して、 「愛着 と誇 り」のもてる地域 をつ くることを目指す。

　 　 　 　 　 *協 働 をベースに地域 資産 を活か したまちづ くりに挑戦 している。

1.現 状 と課題

　 　 　・尼崎市北部(阪 急塚 口と武庫之荘の 中間)に 現存す る中世の富松城跡(士 塁 ・堀)

　 　 　・個人所有の士地　相続税 により物納、所有権が国(財 務省)に 　　(H.13.12)

　 　 　・競売の手続 きにより、文化財価値が消滅す る可能性あ り

2.「 富松城跡 は どれほ ど貴重か?」 ・… 学習のは じま り ⇒⇒　 「見直そ う尼崎 の宝 ・中世の富松城展」

　 　 　・富松城の歴史

　 　 　・現存す る富松城跡 の有形無形の価値　　　深 く学び、広 く伝 える ⇒⇒ 歴史 を次世代 に

　 　 ・富松城跡 の保存 と活用　　　　　　　　　　 ☆ 自分達の住む町の魅力 を再発見

3.ま ちづ くりに取 り組む中での発見(問 題 点)

　 　 ・協働 のまちづ く り

　 　 (イ)多 くの情報は、行政が もっている

　 　 (ロ)文化創造の主体は誰か?

　 　 (ハ)正 しい情報の共有が、街づ く りや歴史遺産の新 しい活用 の原点

4.情 報 を共有す るための トレーニ ング

　 　 ・「協働」 とい う意味

5.ま とめ

　 　 　 　 　 　 　 　 　*協 働… ・市民、事業者、行政がよりよい地域をつくっていくために、対等のパー トナーとして

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 相互の役割や機能を分担し合い、連携しながら取り組むこと。

　 　 　 　 　 　 　 *地 域資産・… 文化財をはじめとした歴史的、文化的に価値のある建造物など、地域にとっての大き

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な財産を地域資産ととらえ、さらに人的資源や自然なども含め、まちづくりに活用で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 きるものはすべて地域資源ととらえている。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (16)



　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　平成15年3月

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 伊 丹市立博物館友 の会

　　　　　　　伊丹市立博物館友の会活動紹介

　 　 　 　 　 　 　 　*…楽 しク 《 郷 ± ② 躍 奥 を 学 ぷ 翁*

　 博 物 館 友 の会 は 、 学習 活 動 し 、 ボ ラ ンテ ィ ア活 動 を 通 じて そ の成 果 発 表 す る 、 実 践 型 学

習 ボ ラ ンテ ィ ア で あ る。

　 この 友 の 会 の主 な活 動 は 、 地 域 の歴 史 を学 び 、 先 人 の残 した 郷 土 の 歴 史 的 遺 産 を ほ りお

こす こ と と、 そ れ を記 録 し冊子 に ま と め て よ り多 くの 市 民 の 皆 さん に 地 域 の 歴 史 を紹 介 す

る こ と・ また ・ 地 域 の歴 史 を 学 ぶ 人 た ち の 手 助 け を行 うな ど の ボ ラ ン テ ィ ア活 動 を し靹 藤
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1お も な 活動 内 容

1。 毎 月 の 月 例 学 習 会 の実 施

2.近 郊 の 博 物 館 ・の資 料 館 の 見 学 と歴 史 講 座 な と に参 加

3.寺 院 調 査 を平 成8年 か ら10年 に 実 施 。 そ の成 果 を 『伊 丹 の寺 院 』 と して 刊 行

4.地 蔵 さん の 所 在 と地 蔵 盆 会 の 実 態 を平 成11年 か ら13年 にか け て 調 査 。 そ の 成果 をr伊

　 　丹 の 地 蔵 さ ん』 と して刊 行

6.テ ー マ 展r伊 丹 の地 蔵 盆 」 平 成12年6月 に実 施

7.研 究 ・調 査 の成 果 な ど会報r友 の 会 だ よ り」 に 発 表

8.毎 月 第1・2・3土 曜 日の 午 後 博 物 館 来 館 者 に 常 設 展 を案 内

9.毎 年 秋 季 に市 民対 象 と した 、　 (歴 史 散 策)を 実 施

10.博 物 館冬 季 学 習 参 考 展rむ 炉 しの く ら し」 で 、 小 学 生 の社 会 学 習 を指 導 して い る

11.体 験 講 座 「むか しの あそ び 」 で子 ど も と と もに遊 び な が ら指 導 し て い る

12.市 内外 の諸 団体 の史 跡見 学 会 を案 内

13.そ の他 博 物 館 活 動 へ の参 加 ・協 力(展 示 準 備 ・史 料 整 理 な ど)

14.そ の他 博 物 館 行 事 へ の参 加 ・協 力(街 道 を歩 く会 な ど〉

H友 の会 発 足 　 平 成7年9月

皿 会 員 数 　 31名(伊 丹 市 立 博 物 館 歴 史 講 座 終 了 者)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (17)



神戸大学文学部 「歴史文化をめ ぐる地域連携事業」協議会　　　　　　　 2003/03/02

　 　 　 "歴 史 学 と 博 物 館 の あ り か た を 考 え る 会"の 活 動 に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 岸和田市立郷f資 料館学芸員 ・歴博会代表

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 山中　吾朗

一　会の設立 と意義

　 1991年1月 設立　 当初会員 二大阪 ・兵庫 ・和歌 山 ・京都 の歴 史系学芸員約20名

　 契機…当時の博物館 内での美術史中心的傾向に対 して、いかに して文献史学専攻学芸員

　 　 　 としての専門性 を活かすか→文献史料 の展示方法論か ら出発

　 特徴…原則的に、会員 を歴 史学専攻学芸員に限定→問題意識 を共有 しやすい

　 　 　 歴史学分野では全国初の組織

　 意義 …学芸員ネ ッ トワー クの一組織

　 　 　 主に関東か ら発信 されていた博物館学的議論に対 して、関西か らの発信の場

　 　 　 →学芸員の東西交流

二　会の活動 …　　 95年1月 阪神 ・淡路大震災を契機 に性格変化

　 1)1991～95年

　 　 美術史な ど他分野の学芸員、同 じく文献史料 を扱 う文書館に対 して、歴史系学芸員

　 　 であることを強 く意識 し、歴史展示方法論 などを議論

　 2)96年 以後

　 　 専攻にかかわ らず 、地域博物館 の学芸員 として、考えるべき諸問題 を議論

　 　 博物館 と地域 ・市民 との関係

　 　 　 　 「博物館 と地域 との 目常的関係 がもっ と密 であったな らば、文化財消滅の危機

　 　 　 　 　 は最小限度に防 げたのではないか」

★歴博会での議論 を通 じて、地域博物館の歴史系学芸員 として、地域史料の調査 ・研究 ・

展示を基本的スタンス とし、優品主義的な展示手法は とるべ きでない、地域の課題 に応 え

る博物館 を目指す、 とい う点ではほぼ共通認識化。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (18)



歴 博会 活動 一覧

　年 　 月　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 内　　 　 　 　容

1ggO　 10準 備会　　　　 大沢研一 「基調報告　博物館と歴史学」

　　 　 　 1設 立総会　　　 趣意書採択 ・小谷利明r八 尾市立歴史民俗資料館の現状 と課題」

　　 　 　4例 会　　　　　 樗野一裕 「博物館建設 と学芸員一仮称尼崎市立歴史博物館の場合」

　　 　 　5見 学会　　　　 斎宮歴史博物館

　　 　 　　 　 　　 　　 石川知彦 「美術館における"資 料"展 示 と歴史系博物館における"美 術作
1991　 7例 会　　　　　品・展示」

　　 　 10見 学会　　　　 兵庫県立歴史博物館 ・姫路市立 日本城郭センター

　　 　 10　 　　　　　　 『地方史研究』233号 「地方史の窓」欄に本会結成にっいての会告

　　 　 12例 会　　　　　 高橋修 ・竹中康彦 「和歌山県立博物館の移転新設をめぐる諸問題」

　　 　一津執 手,プ　　　　ー 一、.・,一一一.=」文書館問題にづいて∫一

　　 　 　2総 会

　　 　 　4例 会　　　　　 冨坂賢r文 書館運動と博物館」

1992　 6見 学会　　　　 大阪府公文書館

　　 　 　8例 会　　　　　 大西愛 「文書館 と博物館一その保存と利用について一」

　　 　 11見 学会　　　　 滋賀県立安土城考古博物館 ・滋賀県安土城郭調査研究所.

　　 　 12例 会　　　　　 小谷利明 「公文書館 と博物館 ・資料館一文書館問題のまとめにかえて一」

　　 　 　2総 会　　　　　 薮田貫 「歴史系博物館に期待するもの」

　　 　 4例 会　　　　　 倉橋昌之 「堺市博物館の展示について一常設展 と特別展」

　　 　 　　 　 　　 　　 名古屋市秀吉清正記念館 ・名古屋市博物館 ・岐阜市歴史博物館 ・関ヶ原町

　　 　 6見 学会　　　　歴史民俗資料館1993

　　 　 8例 会　　　　　 山中吾朗 「書評村上義彦著 『博物館の歴史展示の実際』」

　　 　 10見 学会　　　　江戸東京博物館 ・葛飾区郷土 と天文の博物館 ・松戸市立博物館

　　 　 　　 　 　　 　　 　『歴史科学』134号 に本会名で 「歴史系博物館 ・資料館の現状 と問題点」

　　 　 11　 　 　　　　 発表

　　 　 12例 会　　　　　 樗野一裕 「歴史展示の現状 と課題一本年度会活動のまとめにかえて一」

　　 　 2総 会　　　　　君塚仁彦 「学芸員問題の現状と課題」

　　 　 　　 　 　　 　　 山辺昌彦 「近現代史の歴史展示について考える一最近の雑誌論文の検討を

　　 　 4例 会　　　　　　通 じて一」宮本裕次 「展示における 『叙述』」

1994　 6見 学会　　　　 四日市市立博物館

　　 　 8見 学会　　　　 和歌山県立博物館

　　 　 10見 学会　　　　大山崎町歴史資料館

　　 　 　　 　 　　 　　 明尾圭造 「オープン展示の計画実施について一特別展 「動乱と民衆の生活」

　　 　 12例 会　　　　　を終えて」

　　 　 3総 会　　　　　 太田浩司 「博物館 ・学芸員 と地域」.

　　 　 4例 会　　　　　 田中淳一郎 「「歴史展示」論の方法と課題」

　　 　 7例 会　　　　　 小林基伸r兵 庫県立歴史博物館の常設展示の改装について丁

　　 　 8見 学会　　　　 鳥取県立博物館
1995　 10見 学会　　　　 彦根城博物館

　　 　 　　 　 　　 　　 田口泰久 「戦争展示の理想 と実際」武内善信 「『和歌山大空襲の時代』展

　　 　 　　 　 　　 　　 の概要 と戦争展の留意点 ・問題点」小谷利明 「『絵葉書に見る大正 ・昭和

　　 　 　　 　 　　 　　 の世相』展を開催 して」池田直子 「『戦時生活資料展』 を開催 して」船越

　　 　 　　 　 　　 　　 幹央 「『刀匠たちの``終 戦"』 を終えて」宮本裕次 「大阪城天守閣における

　　 　 12例 会　　　　　　「戦後50年 」,関連展示」

　　 　 2総 会　　　　　藤田明良 「歴史資料救済活動を振り返って一成果 ・反省 ・課題」

　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 (19)



　　　　 4見 学会　　　　 兵庫県立歴史博物館

　　　　　　　　　　　 明尾圭造 「震災に伴 う市内歴史資料の状況 とその対応について」池田直子

　　　　 6例 会　　　　　　「震災の被害とその後の対応一主に展示室の被害について」

　　　　　　　　　　　 大沢研一 「大阪市立博物館パルの会について」李煕連伊 「友の会活動 とそ

　　　　 8例 会　　　　　 の成果について」

　　　 11見 学会　　　　滋賀県立琵琶湖博物館

　　　 12例 会　　　　　 榜野一裕 「震災と歴史博物館準備室の活動について」

　　　　3総 会　　　　　 棚橋利光 「市民の郷土研究と博物館」

　　　　4見 学会　　　　歴史館いずみ さの

1997　 6例 会　　　　　 岩城卓二 「地域史研究と自治体史編纂」

　　　　g例 会　　　　　 樋野修司 「学校からみた博物館」

　　　 11見 学会　　　　 赤穂市歴史博物館

　　　 12例 会　　　　　 田口泰久 ・山中吾朗 「地域史研究の系譜 と博物館 ・資料館」

　　　　4総 会　　　　　 大沢研一 「ある博物館の40年 一大規模歴史博物館の今後」

　　　　5見 学会　　　　 野洲町立歴史民俗資料館

1998　 7例 会　　　　　小谷利明 ・高木叙子r公 立館の財団委託について」

　　　　8例 会　　　　　 宮本裕次r大 阪城天守閣の組織変更について」

　　　 10見 学会　　　　 愛媛県歴史文化博物館 ・宇和島市立伊達博物館

　　　 12例 会　　　　　明尾圭造 「芦屋市立美術博物館の運営にっいて」

　　　　3総 会　　　　　 冨坂賢r近 年の文化庁の文化財行政について」

　　　　5例 会　　　　　 河崎晃一 「美術館運営の現状と課題」

1999　 6見 学会　　　　 水平社博物館

　　　 8例 会　　　　　 沢井浩一 「民俗系学芸員からみた博物館の諸問題」

　　　 11見 学会　　　　 福岡市博物館 ・佐賀県立名護屋城博物館 ・九州歴史資料館

　　　 12例 会　　　　　 田中晋作 「池田市立歴史民俗資料館の現状と課題」

　　　 2総 会　　　　　 伊藤太 「市民主体の史料調査一河辺八幡神社の大般若経を中心として」

　　　 5見 学会　　　　 斎宮歴史博物館2000

　　　 7例 会　　　　　田中淳一郎 「日常 と非 日常のはざまで一ボランティアをめぐる断章」

　　　 10見 学会　　　　 なにわの海の時空館

　　　 11見 学会　　　　 新潟県立歴史博物館

　　　 3総 会　　　　　創立10周 年記念誌 『現場から』発刊

　　　 5見 学会　　　　吹田市立博物館

2001　 6見 学会　　　　 大阪府立狭山池博物館

　　　 8例 会　　　　　 小谷利明r展 示評をどう考えるか」

　　　 11見 学会　　　　 香川県立歴史博物館 ・徳島県立博物館 ・徳島城博物館

　　　 12見 学会 『　　　 大阪歴史博物館

　　 .,'』難墾』1'・　　 ・二』丁縞 ヒ狩 、工博物館活動の新 しい試み」

　　　 2総 会　　　　　千地万造rエ コミュージアムにっいて」

　　　 4例 会　　　　　 山岡邦章r石 器作 り講座における問題点について」
2002　 6例 会　　　　　福島克彦r博 物館 と歴史教育の間」

　　　 g見 学会　　　　 大阪市立住まいのミュージアム

　　　 11見 学会　　　　 大分県立先哲史料館 ・大分県立歴史博物館

　　　 12例 会　　　　　朝治武 「博物館 と差別問題関係資料について」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20)



第1回r歴 史文化をめぐる地域連携事業」協議会～地域歴史遺産の新しい活用のあり方を考える～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003/3/2@神 戸大学滝川記念学術交流会館

史料ネッ ト活動について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 歴史資料ネ ッ トワーク副事務局長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松下正和、(神戸大学大学院文化学研究科博士課程)

1.歴 史資料ネットワークの成立

　　 ・　 1995,2.4　 神戸大学文学部奥村弘氏 ・大阪歴史科学協議会 ・大阪歴史学会 ・日本史研究会各担当者が

　　　　　　　　　 尼崎市立地域研究史料館を訪問 ・協議

　　　　　　　　　 阪神大震災対策歴史学会連絡会の結成 と史料館内への情報センター設置を確認

　　　　　　　　　　 (後日、京都民科歴史部会 ・歴史学研究会も連絡会に参加〉

　　・1995.2.13　 尼崎市立地域研究史料館内に歴史資料保全情報ネッ トワーク(略 称史料ネッ ト)開 設

　　　　　　　　　 ボランテ ィアの常駐ならびに情報提供 ・依頼 ・相談の受付 を開始

　　・　 1995.4.10　 神戸大学文学部内に、史料ネッ ト神戸センターを開設

　　　　　　　　　　 (95。6.9より尼崎市立地域研究史料館か らセンター機能を移転)

　　・1995.6.19　 神戸市文書館内に史料ネット神戸分室開設、被災史料調査について文書館と連携開始(～95.10)

　　・1996.4　 　 ボランティア組織 として歴史資料ネッ トワーク(略 称史料ネ ット)に 改組

　　・2002.5.26　 歴史資料ネッ トワーク改組、会員制に移行。

2.史 料ネッ トの活動と成果～自治体 ・史料館 ・博物館 ・大学 ・N　GOと の連携の中で

(1)　 自治体への提言

　　・　 1995.3.3　 「被災歴史資料の保存救済についての学会アヒ。}ル」

　　・　 1995.3.16　神戸市に 「都市計画の事業化にあたって歴史 ・文化遺産に配慮を求める要望書」提出

　　・「1995.3.28　 兵庫県 ・芦屋市にr震 災復興計画の立案にあたって歴史 ・文化遺産に配慮、を求める要望書」提出

(2)　 被災史料の救出保全活動

　　(ア)被 災史料救出活動(レ スキュー活動)…1995.2.16～96.12.24、 計39件 、のべ参加者466人(う ち史料ネッ

　　　　 ト関係者291人)、 段ボール箱換算で約1500箱 以上の史料を救出。

　　　　 ●　 史料ネットが協力 した団体…NGO救 援連絡会議文化清報部、芦屋市立美術博物館、阪神 ・淡路大震災

　　　　　　 文化財等救援委員会、尼崎市立地域研究史料館、伊丹市立博物館、西宮市文化財課、神戸深江生活文

　　　　　　 化史料館、宝塚市史資料室、大阪市史編纂所

　　　　 ●　 史料ネ ット実施 レスキューに協力 していただいた団体…西宮市文化財課(1件)、 芦屋市立美術博物館

　　　　　　　(1件)、 宝塚市史資料室(5件)、 神戸深江生活文化史料館(2件)

　　　　 ●　 具体的な活動内容…被災資料情報の収集、被災現場の下見、ボランティア派遣、マスコミ対応、救出

　　　　　　 に必要な装備 ・機材の調達、実施主体機関 との連絡

　　(イ)巡 回調査(パ トロール活動)…1995.3～11、 計5市 域(伊 丹 ・神戸 ・宝塚 ・明石 ・川西)、 のべ37回 、の

　　　　べ参加者326名(自 治体職員も含む〉

　　　　 ●　 史料ネットが協力 した団体…伊丹市博物館、神戸市文書館、宝塚市史編集室、明石市文化博物館、川

　　　　　　 西市社会教育課

　　　　 ●　 市史編纂時の調査状況 ・行政 との協力関係の有無 と巡回調査の密接な関係

　　(ウ)救 出史料仮整理作業…1995。4～99.7の93目 間、計13件1の べ参加者415人(自 治体職員も含む)

　　(エ)埋 蔵文化財保全活動

　　　　●　 歴史と文化に配慮 した復興計画を求める要望書を提出

　　　　●　　「被災地の遺跡を考える見学会」の開催…1996.11～97.7、 計7回(長 田神社境内遺跡 ・明石武家屋敷

　　　　　　 跡 ・兵庫津遺跡 ・猪名荘遺跡 ・住吉宮町遺跡 ・上沢遺跡 ・兵庫津遺跡)、のべ参加者143人 、現場調査

　　　　　　 担当者 ・歴史研究者 ・地元住民とが遺跡をとりまく歴史的環境にたい して相互理解を深めた。神戸市

　　　　　　 や兵庫県の協力。
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　　　　 ●　　r猪名荘遺跡を学ぶ会」などの地元住民主導による大学関係者 ・行政をふ くめた学習会に発展 したも

　　　　　　 のもあ り。まちづ くりのなかに地域の記憶 ・財産として遺跡を活用する方法を模索。

(3)　 まちづくりと歴史文化の関係

　　 (ア)「 歴史と文化をいかす街づ くりシンポジウム」

　　　　 ●　 第1回(1995.5.6)@尼 崎市総合文化センター…主催史料ネ ッ ト、参加者約160名

　　　　 ●　 第2回(1996.1.28)@神 戸市立博物館…主催史料ネ ット、共催神戸市立博物館、参加者約130名

　　 (イ)r歴 史と文化を考える市民講座」…計八回、地元自治体 との共催 ・後援により開催、地元自治体関係者によ

　　　　 る講演

　　(ウ)さ まざまな市民学習会 ・講演会への協カ…r兵 庫津の市民学習会」、r古文書が語 る森地区の歴史」、r宝塚の

　　　　 古文書を読む会」、「尼崎戦後史聞き取 り研究会j、 「兵庫津研究会」など

(4)　 震災の記録化～震災史料保存活動

　　　 ●　 21世 紀ひょうご創造協会、阪神 ・淡路大震災記念協会 との連携協力

　　　 ●　 県文書課、神戸市文書館、県内の公立図書館、市民団体への働 きかけ

　　　 ●　 第1回 「(仮称)阪 神 ・淡路大震災の資料保存 と記録化に関する研究会」の開催@神 大文学部(2002.2.17)

(5)　 震災時のセンター的役割、ボランティア派遣

　　　 ●　 台湾大震災(1999.10)、 鳥取県西部地震(2000.10)、 芸予地震(2001.3)

(6)　 改組後の活動～2002年 度

　　 (ア)震 災復興市民歴史講座の開催

　　　 ●　 古代市民講座 「震災後の発掘で変わる古代史像」(2002.6。16)@深 江会館…参加者65名

　　　 ●　 中世市民講座rよ みがえれ、兵庫の中世」(2002。10.6)@能 福寺講堂…参加者112名 、後援兵庫県教委

　　　　　 埋蔵文化財事務所 ・兵庫区役所

　　　 ●　 近世市民講座 「市民 と深める阪神間の江戸時代史」(2002.11.10)@園 田学園女子大学…参加者105名 、

　　　　　 後援宝塚市教委 ・尼崎市 ・神戸市文書館

　　(イ)被 災史料の整理

　　　 ●　 神大保管分整理事業…神戸市長浜家 ・明石市森本家 ・神戸市増田家 ・神戸市山本家文書(計8回)、 一部

　　　　　 は神戸女子大学今井研究室に移管 し整理依頼

　　　 ●　 追跡調査 一神戸市文書館と協力 して長田図駒ヶ林地区 ・西代地区などの総合資料調査(2000年 ～〉

　　　 ●　 神戸市文書館 ・緊急地 域雇用特別基金事業

　　(ウ)震 災記録保存

　　　 ●　 「震災史料の保存 ・活用に関する地域連携研究会」@人 と防災未来センター(2003.2.19)

　　(エ〉関連団体 ・協力団体への後援 ・・西摂研究会、兵庫津研究会、都市史研究会、「富松城跡学習シンポジウム」、

　　　　 「火垂るの墓を歩く会」など

　　(オ)情 報発信 と会員拡大

　　　 ●　 ニュースレターの年4回 発行

　　　 ●　 ホームページ ・メー リングリス トによる情報発信

3,今 後の課題

　　　 ●　 被災地での歴史文化に関す る活動 とその成果の還元を行い、かつ今後頻発 す る地震 の際にセ ンター的役

　　　　　 割を果た してい くには、人的 ・財 政的 ・組織的 にみた場合 あま りに も不安定な状況(← 改組の理由)

【歴史資料 ネッ トワーク(史 料 ネ ッ ト)事 務局】

〒657-8501神 戸市灘区六甲台町1・1神 戸大学文学部地域連携セ ンター気付

TEL&EAX:078・803-5565　 e・ma丑:s・net@1it.kobe-u.acjp　 URL:http:〃www.ht .kobe・u.acjp/～macchan/
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・『阪神 ・淡路大震災 歴 史 と文化 をいかす街 づ く りシンポ ジウム』(1995年5月)

・『阪神 ・淡路大震災　歴 史 と文化 をいかす街 づ く りシンポ ジウム記録集 』第2回(1996年4月)

・史料ネ ッ ト編`NewsLetter"No .1～31(1995～2003年)
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r東 神 戸 地 域 に お け る文 献 資 料 調 査 」 に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　神戸大学文学部地域連携研究員　木村修二

は じめに

　神戸大学文学部では文部科学省 より大学改革推進経費の給付を受けて、「歴史文化に

基礎 をおいた地域社会の形成のための 自治体等 との連携事業」を立ち上げたが、その

一環 となる具体的調査要 目として、r東神戸地域 における文献資料調査」を掲げて、当

該地域に存在す る、あるいはかつて存在 したものも含 めた文献資料(古 文書等)の 所

在確認調査を行な うことになった。 この報告では、事業の方針 とこれ までの経過およ

び将来の構想を中心に述べてゆく。

調査の方針

　 この調査 を始 めるにあたっては、以下の5点 を主な 目的に掲 げて行 な うこととなっ

た。

　①東神戸の調査済み ・未調査 の文献史料の所在確認 と安否確認

　②神戸市文書館の収集史料の公開促進

　③史料の公開とそれ を活用 した新 たな学術的成果の構築

　④整理済み史料の 目録 との照合

　⑤未整理史料の整理 ・目録作成

　 まず①において調査の範囲を 「東神戸」に限定 しているのは、今年度における今事

業 の期間限定性のために、ある程度調査対象地域 も限定する必要があったためにほか

な らず、将来的には西摂 とよばれ る阪神地域や それ以上の範囲を覆 うような事業 とし

てゆきたい との構想は当初 より、ある。 さらに加 えると、当該地域が1995年1月17

日の阪神淡路大震災によって甚大な被害をこうむ り、歴史資料ネ ッ トワーク(関 西の

歴史学研究団体を中心 として構成 され震災資料 を含む歴史資料 の保全等を目的 とする

ボランテ ィア組織)の 調査活動によって多 くの資料が被災 ・消滅 したことが確認 され

た地域であり、その後連絡先 がわか らなくなっている個人宅 もあるとい う現状への対

応 とい う重要な課題 も残 されていた ことも限定理由の一つである。

　②は 「地域連携」 とい う事業の中でも、当初か ら連携先 が具体化 していた一例であ

る。神戸市文書館が所蔵 ・保管 している多 くの史料は、現在 も刊行が進 められている

『新修神戸市史』の編纂の過程で収集 されてきたものだが、所蔵者には 「市史編纂 の

ため」であることが収集の条件で あると伝 え られ、市史刊行後 に当然想定 され る更な

る研究のためにその収集史料 を使用す ることが約束外のこととして制限されている現

状 である。そのため現時点では神戸市文書館所蔵のもの以外は、利用者は利用のたび

毎に史料所蔵者の使用許可 を得る必要が生 じている。所有権が原蔵者 にある場合、利

用 の許可を原蔵者 より得 ることは当然 の事であるが、史料閲覧機 関としての文書館 の
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活動 を考える場合、所蔵者 との話 し合いでもって、利用許可を文書館 が代行するなど

の措置(契 約)も 可能なのではないかと考え られるので、そのためにも所蔵者の所在

を把握 し、継続的に連絡 ・交渉 を取 り合 える体制造 りが求められ る。②はその助力 を

当該地域 に所在する大学 として も行なっていこ うとい う趣 旨である。

　 ③は、まさに②の延長線上にある点だが、この調査活動の結果収集 されるデータを

もとに、どのような学術的成果が得 られるか、 この調査 自体の方法論や、新出史料に

よる当該地域の歴史文化の新たな理解の可能 性を含めて模索 してゆくとい うことであ

る。

　 ④ と⑤は、上記のよ うな活動 を経た次の段階に当然必要 となって くる作業である。

活動の経過

　 次に、この報告時点までの調査活動の経過を述べ る。

　 この事業 自体が大学 として もこれまでにない活動であったため、事業そのものの進

め方 を考えるのに時間を要 したことや、また各機 関との関係を構築 しこの事業の意義

等 を説明 してゆ くことにかな りを時問を割 かれ ることにな り、結局 のところこれ まで

調査そのものが捗ってい るとは言いがたい現状であることを告白 しておく必要がある。

しか し、このような土台構築 を最初 に行なってお くことで、将来にわたる活動の進展

に寄与す るところが大きいことは当然考え られるわけで、報告者 自身決 していたず ら

に日々を経過 してきたとは考 えていない。』

　 ともあれ、これまでにも関係機 関の積極 的ご協力 を得たことによ り、部分的に調査

成果があがっても来てい る。

　 まず、前述のように神戸市文書館 との連携関係 はこの度の調査の柱 ともい うべ き位

置にあるといえるが、実際 さまざまな調査資料の提供や共 同事業が展開 してきている。

文献(古 文書)史 料原本や写真(マ イクロフィルム ・紙焼含む)の 所蔵関係 を整理す

るにあた り、館蔵の 目録 の閲覧やその他様々な資料の提供を受 けることによ り、基本

的に土地不案 内だった調査者 自身が文献史料の所在の概要を掴むことができたことは

まことに有 り難いことといえる。

　 また神戸市文書館 と歴史資料ネ ッ トワークおよび神戸大学の三者 が共同で進 めつ

つある調査 として、神戸市内各地 にある財産区への調査がある。個々の財産 区ととも

に財産区の体系的把握の実務 を管掌 している神戸市財政局財務部管財課(財 産 区の管

理責任者は神戸市長)へ 公文書をもって調査協力の依頼をす ることによ り、各財産区

はもとよ り財産区に所属 している個人家(旧 家であることが多い)へ の円滑な調査実

施が期待 されている。実際これ まで知 られなかった文書群 についての情報が得 られ る

など、その効果が発揮 されつつある。手続 き上 に若干の問題 が生 じたため今報告時点

で実際の現地調査は実現 していないが、それ も遠か らず実現す るもの と考えている。

　文献史料は、当該地域の場合、神戸市立博物館 をは じめとす る公共機関が所蔵 して
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いることが多いが、そ ういった施設への調査も徐々に進めつつある。早速実現 した例

としては、姫路にある兵庫県立歴史博物館所蔵の文献史料調査の実施 が挙げ られ る。

当館は東神戸地域関係の文献史料 を数は少ない ものの何件か所蔵 され てお り、今調査

のためにまだ館でも未整理だ った史料群の特別 閲覧の便宜 を取 り計 らっていただけた

ことは当面の調査期 問が限 られている点 を鑑みて もまことに有 り難 い事であった。

　 この他にも、神戸大学 を含む各大学で所蔵 してい る文献史料の調査や、当該地域に

多い酒造メーカーな どの企業が所蔵 してい るものなど、調査すべき対象は極 めて多い

といえる。

　 なお調査で得 られた情報 は、当面は別紙に示 したr調 査票」の各項 目に必要事項 を

書 き込んで行 くと共 に、集約 ・一覧化 してデータベース として利用で きるようにも考

えている。

将来へ向けた構想～結 びにかえて

　将来的には、 「調査の方針」で掲げた④や⑤の実現 も視野に置 きつつ、調査対象地

域の拡大 を目指すこ とになろ う。そ して前述のよ うに、 こうした調査で得 られた文献

史料の所在についての情報をデータベース化 して、可能な限 り公開す るとともに、各

機関でも共有 して、研究利用者の便宜 に寄与できるような体制が構築できれば と念願

している。

　 また、公的機関所蔵の文献資料 ではほ とんど考え られない ことだが、個人所蔵の文

献資料においては、所蔵者 の意向ややむを得 ざる事情な どにより売却 ・廃棄 ・転用 と

いった事態 が生 じる恐れが常にある。そ ういった場合に、資料の保存へむけた相談が

所蔵者 とできるような関係構築 も重要な 目標 となろ う。

　 しかもこのことは、 目ま ぐるしく展開 している現代社会 において、極めて緊急性 を

帯びた課題 ともいえ、調査対象地域を拡大す ることと共に、できる限 り早期の対応が

必要な現状にあるもの と考 える。

　 　 　 　 　 　 *　 　　　　　　　　　　　　*　 　　　　　　　　　　　　*

　最初 に述べたように今回の報告は、中間報告 もしくは構想発表の域を出ていないか

も しれないが、一方で総括 めいたことを述べるような段階にも達 していないのも事実

であろ う。 しかしようや く緒 につ き始めた地域 との連携関係 をほんの一時に終わ らせ

るのではな く、将来にわた り長 く継続 してい くことこそが、この事業の性格からして

も最 も重要であることが、調査 を進 めるなかで極 めて強 く実感 されてきている。その

ためにも文部科学省や大学当局 を含 め関係各機 関 ・個人 にこの事業(調 査)内 容につ

いてご理解 をお願いす るとともに、本調査への末永い ご協力を是非 とも賜 りた く思 う

次第である。
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　　　　　地域 とともにあゆむ史料保存 と地域史研究
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2003年3月2日 　大国正美

<1>神 戸 深 江 生 活 文 化 史 料館 の 歩 み か ら

　 本庄村(深 江 ・青木 ・西青木)明 治22年 か ら昭和25年 まで(合 併で消 えた村)

　 神戸市東灘区(御 影 ・魚崎町、住吉 ・本山 ・本庄村)/東 灘区の うち1力 村 のみ歴史編纂 に失敗

　 /災 害 ・戦災 ・合併で中断/地 方の時代か ら/友 の会の活動(外 へ活動の場 を求める)/意 外 に多

　 く残 っていた地方文書/財 産 区立史料館/ボ ランテ ィアの運営/土 日のみの開館

<2>調 査 ・研 究 主 体 としてのr民 」の 再 構 築 め ざして

　 民間所在 の重要性 と危 うさ→震災の教訓/在 野のアーキビス ト/草 の根文書館

　 　 　 史料保存の担い手 としての市民/文 書群 ごとに保存の機能を

　 ボランティアの意義一→歴史像の享受か ら歴史研究を生活する人の手に

　 　 　 　r官業下請け論」か らの脱却/「 官」の補完ではなく　「官」 と対等 の関係 に

　 生涯学習の素材 としての歴史研 究→町づ くりは地域 と自らを知るところか ら

　 　 　 新たな能力の養成 と発揮の場/地 域の再発見/

　 　 「民」への流れを巻き起こそ う

　 　 　 郷±:史家の激減/自 治体史による史料調査→構造不況 ・高齢化社会 による財政の行 き詰 ま り

　 　 　 /平 成の大合併による伝統や地域遺産 を無視 した行政の効率化

　 地域の構造を歴史の定点観測で地域住民 と明 らかに ・全体史ヘフィー ドバ ック

く参 考>震 災 の教 訓 と民間 所 在 史 料 の保 存 ・活 用 例

　 阪神大震災対策歴史学会の発足/待 つ姿勢か ら巡回活動へ/所 在 リス トがない/

　 　 自治体史編纂は近代文書の軽視/震 災以前 に文書廃棄/な ぜ捨てるか→人材 を/宝 塚市内最古の

　 　 和 田家住宅 と和田氏 との出会い/文 書救出、家屋 の修復保存/宝 塚で古文書を読む会(市 主催 で

　 　 3回 、130人 、自主的グループに、市民だけで世話人会を結成、毎年会誌発行〉/

　 岡本家大庄屋 目記研究会

　 　 尼崎藩 の大庄屋/近 世後期50年 分/よ り専門的な研究を/史 料集出版へ

　 西宮市門戸地区では救出資料 を地元で展示会、16目 間に13qo人

　 　 失われた景観、残 された地域遺産への郷愁、地域アイデンティティ

　 　 市史編纂で調査済みの史料も当初所在不明一調査の結果、再発見

　 　 資料館を開設へ(2003年 度)

　 伊丹市立博物館友 の会

　 　 博物館の裏方/講 座終了生を対象/古 文書のラベル貼 り/市 内の寺院の調査/石 造物の調査

　 　 /文 書の発見/会 長は震災でいち早 く史料保存を個人のカで訴えた

　 　尼崎の猪名荘遺跡を学ぶ会

　 　 奈 良時代の東大寺の荘園跡/復 興のた めの発掘調査/現 地説明会/学 ぶ会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (26〉


